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2 Fa- 7 女子学生の被服行動と性格特性との関連性
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　目的　被服行動とパ-ソナリヂV特性との関連性についてa>これi

いく、つかの興味ある結果が得られている。本研究では、性格特性（rsi性

理性、活動性、慎重性）と被服行動との関係を女子学生を対a に調査し

　方法　被服行動は、ファッション情報関心度（10項目）、流行被服の

の気sり（10項目）、外出着の購人店舗（6項目）、外出着の購入基準

着の好み（20項目）、被服の洗濯、手入れ（10項目）、被服の廃棄理｜

法（8項1 ）の合計31項目を用いてill 定した。性格特性は若林によってｊ

５性格尺度からなる合a- 56アイチムを用いて測定した。各対象者の567

点を各性格尺虞別に合計し、対象者を高、中、低の３グループ<z分割し

動についても各下位尺度別にその得& に従って対象者を3分割し、性格

分析した. ≪ お.この調査は女子学生400名を対* に、平成4年10月に

　結果　外向性sよび活動性の高いグループは、低いグループに比べて

度が高く、流行被服の採用時期も早い。* た、服装によく気を配り、夕i

百貨店の有名ブランド売り場や専門店が多く、被服の購入基準は、プ^

しめる、信翰できるISと13 答してい･5.外出着としては、個性的、フつ

色、ブランド志向の強い、大胆な服装を好む傾向のあることがわかっ１

高いグル- プは、低いグループに比べて被服の洗濯や手入れの方法がi

の性格特性に一ついて､は。いく-3 かの被服行動との関係を明らかにす･5 こ

2 Fa-8 制服着用下における学生の下着着装の意識と実

　　　　甲子園短大　　木水　檀子　○藤井

《目的》　制服着用下における女子中学生、高校生、短大生の下着着l

に着用下着の色柄、着用目的、購入条件など下着の着用意識についてj
《方法》　第１報と同様、質問紙により、調査当日制服の下に着用し’

調査した。短大生については、平成３年から５年にかけて、各、夏／
に調査を実施した。

《結果》　着用下着の色は、全体として白が多く用いられでいるが、ｊ

ティヽタンクトップでは白、ピンクの他、多種類の色が着用され、ｔ

種類の柄物も用いられr いる。着用目的については、ほとんどの下着

衛生を保つ』ついでr習慣』がら着用している者が多い。ブラジャー

着においても『肌に直接付･けて衛生を保つ』が１位であり、本来の機

』や『表着とのすべりをよくする』が２位、3位にランクされている

告したが着用下着の簡略化と関連があると思われる。購入条件として
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　これは第１報で報

iまずサイズをあげ

ている．下着を購入する.際、まずサイズをチェックするのは当然であり、さらに機能性、

素材などの実用面だけでなくデザイン、色などもあわせて選択していることがわかる結果
である．着用下着の満足度については9 7%近くの者が満足または特に問題なく普通に着

用している。これらの結果より、制服着用下における下
慣的につけている学生が多く、着用下着は極度に簡略化

について可もなく不可もなく習
れ、下着本来の目的が失われつ

つあり、特に下着を意識して着用しているのではなく肌の一部としてつけているように思

われる。
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